
予防保全の必要性
定期的な点検や修理で装置を良好な状態に保ち
トラブルを回避
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予防保全によって得られる平均改善率と日数 

プラットフォーム
修理発生

頻度の削減率
 修理費用

の削減率
 ダウンタイムの

削減日数 (日/年)

 
 

GC 18% 17% 0.9

GC/MS 27% 31% 2.0

LC 26% 31% 2.5

LC/MS 39% 34% 3.0

 
24% 31% 2.4

点検実施時に
発生した修理
を除く

 35% 41% 3.4

加重平均

35% 

定期的に予防保全
を実施することで、問題の深刻化と必要以上の修理費用の発生を早期
に発見することができます

 
  

 

41% 3.4 
日/年相当の
ダウンタイム削減

アジレント予防保全
により得られる効果
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5 年間に渡る、外部調査会社による 38,000 件を超える、
アジレントと他社製機器のサービスコールの結果

概要

相当の
不測の修理頻度削減

相当の
修理費用削減

グループ 1
アジレントの修理および予防
保全計画の対象となる機器
システム
- Agilent CrossLab Silver

グループ 2
修理のみプランの対象とな
る機器システム
- Agilent CrossLab Bronze

本資料の記載内容は予告なく変更となる場合がございますので、
予めご了承ください。
ご不明な点がございましたら弊社カストマコンタクトセンタまで
お問い合わせください。
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50% 45% 4.0

注: 上記は過去の実績に基づく調査結果ですが、同等の効果を保証するものではありません。


